
令和　8年 ４月 15日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

住　所 福井県福井市下河北町１１－１５－１ 管理者名 吉田泰彦

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 有限会社Ｃ・ネットサービス 事業所番号 1810101434

連携先企業名 株式会社 秋吉グループ本部 担当者名 代表取締役社⾧ 島川勝典

電話番号 0776-38-5757 対象年度 令和７年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

様式１

◆実施した生産活動の概要：焼鳥チェーン店の食材容器洗浄

顧客工場の近隣敷地に専用の工場を建設

◆利用者数：就労継続支援Ａ型利用者６名

月８休のシフト勤務により年間３６３日稼働

◆活動場所：Ｃ・ネットサービス本社工場

◆実施日程：2013年2月より受託開始

◆地域連携活動のねらい：障害者の働く姿の「見える化」を図り、地域社会の

障害者に対する理解を深める。

◆地域にとってのメリット：

障害者・高齢者等の地域共生社会の実現につながる。

◆対象者にとってのメリット：創業６０周年を超える全国チェーン企業の信頼

と製造規模を基盤に障害者の働く場の拡大につながっている。

◆実施した結果：利用者が多くの人々と会うことで、挨拶・礼儀等の社会性が

向上した。

◆得られた成果：機械化により重度障害者でも作業が可能となった。精神障害

者は運転業務を主に担当し役割を分担している。大量の作業量をいただいた

ことで、結果として利用者の工賃が福井県平均を大きく上回り、利用者の所

得向上と本人のやりがいにつながっている

◆課題点：近年の最低賃金の上昇に対応できる、価格転嫁の交渉（イラク情勢

により原油の輸入量が制限されることが足かせにならないか）

バット積み

弊社が障害者雇用に取組み始めておよそ30年。その取組みの一つとして、食材容器の洗浄をＣ・

ネットサービスと連携しており全国チェーン１０３店舗へ安心安全な焼鳥食材の提供が可能となっ

ています。製造工場近くに事業所が立地していることで繁閑に対応できる綿密な連携を実現してい

ます。衛生管理も確立しており、弊社の焼鳥製造に欠かせないパートナーであります。

今後も引続き応援していきたいと思います。

検品・仕分け

コンテナ拭き取り

配達車へ積込み・納品

配達車



令和 8 年 4 月 15 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
・活動場所:C・ネットサービス 食材容器洗浄作業場 １．動画視聴し実例を学ぶ
・実施日程:令和８年３月２９日
・実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

５Ｓの理解・実践による一般就労に必要な知識の習得
・利用者数　６名 ２．使ってない物をブルーシートに並べ現場から除去

＜目的＞
・利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

５Ｓのうち、整理整頓を実施し効果を肌で感じてもらう

・利用者にとってのメリット
５Ｓ活動を習得できれば、一般就労に近づくことができる

＜成果＞ ・得られた成果

利用者からの意見・評価

住　所 福井市下河北町１１－１５－１ 管理者名 吉田　泰彦

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0776-38-5757 対象年度 令和７年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） Ｃ・ネットサービス　坂﨑

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 有限会社Ｃ・ネットサービス 事業所番号 1810101434

様式２

• 整理整頓により、捨てて良いものが場所をとっていた。現場が広くなって良かった。

• 隠れた場所に必要な器具がまぎれて使われていなかったが見つかって良かった。

• ５Ｓ活動はこれからも定期的に行うことが必要だと思った。

• 慣れないことをやったのでどうしてよいかわからない利用者がいた。定期的に実施すれば、身体が自然に動くようになると思われる。

• 毎日見ている現場でも、一つ一つ見ていくと不要な物が場所をとっていることが、ブルーシートに並べることで見える化できた。

• 空いたスペースに整理して物を置くことで、必要な物が使いやすくなった。

• 一般企業の中でも特に工場などに就労する場合は、この習慣が身についていることはアピールポイントになると思われる。

• 不要な物が場所をとっていたため、除去することで 作業スペースが

拡大し実感してもらえた。

• 実践することにより、何をどうすると良いかを利用者が身体で覚える

ことができた。
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（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価

⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能力
の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した報告
書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表してい
る。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

②研修、学会等又は学会誌等において発表

③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加

⑤職員の人事評価制度

　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

／２００点

利用者の知識・
能力向上

160

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目

15

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の提
出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等で
の生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をインター
ネット等により公表している

○ 10

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計（注2）

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

○

60

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収支
のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動収
支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

65

0

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満

住　所 福井県福井市下河北町１１－１５－１ 管理者名 吉田泰彦

電話番号 0776-38-5757 対象年度 Ｒ７年度

様式２－１

令和 8

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 有限会社Ｃ・ネットサービス 事業所番号 1810101434



前年度（　Ｒ７　年度）

時間 人 時間

　 会計期間（　５　月～　４　月）

前々々年度（Ｒ４年度）R4.5～R5.4

円 円 円

前々年度（Ｒ５年度）R5.5～R6.4

円 円 円

前年度　（Ｒ６年度）R6.5～R7.4

円 円 円

前年度（Ｒ７年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

前年度（Ｒ７年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※研修、学会等名 ※先進的事業者名

　  実施日 月 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

※研修名 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） ※学会誌等名 ※他の事業所名

  研修講師 福井県主催  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

  実施日・受講者数 7 月 3 日 1 人  発表テーマ

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名 人事評価制度の制定日 H27 年 5 月 1 日 　を受講している

 主催者名 人事評価制度の対象職員数 23 名 ※配置期間　　月　日～　月　日

 日時 月 日 うち昇給・昇格を行った者 17 名  就業時間

 内容 当該人事評価制度の周知方法  職務内容

1.採用時に就業規則にて説明、2.年1回自己評価提出

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全ての
利用者における延べ労働時間

14,216
雇用契約を締結していた延
べ利用者数

2,448
利用者の１日の平
均労働時間数

5.81

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経費
を除いた額

32,039,929
利用者に支払った賃金
総額

12,647,311 収支 19,392,618

29,439,400

生産活動収入から経費
を除いた額

40,489,238
利用者に支払った賃金
総額

15,342,174 収支 25,147,064

生産活動収入から経費
を除いた額

45,751,298
利用者に支払った賃金
総額

16,311,898 収支

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

（Ⅵ）　経営改善計画


